基準適合調査票－地区基準－都市景観形成地区－桜井駅前地区


③景観計画区域における地区ごとの届出対象行為の制限に関する事項（都市景観形成地区－桜井駅前地区）
	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等の敷地面積の最低限度、壁面の位置
	１　　北部大阪都市計画高度地区及び北部大阪都市計画桜井駅前地区地区計画に準ずる。
	
	
	

	建築物等
	屋根・屋上の形態・意匠
	１　周辺の状況に応じ、勾配屋根とするよう努める。または屋上のパラペットの形状により、勾配屋根に類似する工夫を施す。
２　屋上設備は屋根の中におさめる、壁面を立ち上げる等により修景し、露出させない。
	
	
	

	
	配置、形態・意匠
	１　自然素材（瓦、漆喰、木板、石材）等を活用するなど、周辺の落ち着いた雰囲気のまちなみや駅前広場、プロムナードとの調和に配慮する。
２　長大な壁面は適度に分節する等、周辺への圧迫感の軽減に努める。
３　単調で人工的な印象を避けるため、凹凸や質感のある素材を使用するよう努める。
４　金属やガラスなど光沢や反射光のある素材の使用は最小限にとど
めるよう努める。
	
	
	

	
	色彩
	１　周辺との調和に配慮して、建築物等の色はけばけばしい色彩（彩度の高い色彩）を使用しないように努める。
	
	
	

	
	外構
	１　駐車場、駐輪場を設置する場合は、まちなみの連続性を阻害しないよう設置位置や車両の配置に配慮し、出入口はまちなみの連続性を阻害しないよう、形態意匠について配慮する。
２　駐輪場は、まちなみの連続性を阻害しないため、周辺道路等から容易に自転車等を望めないような配置とする、駐輪スペースを区画する、植栽等により視線を遮蔽する等の工夫により配慮する。
	
	
	

	工作物
	１　ストリートファニチャーや、彫刻、モニュメント、ベンチ、テーブル、屋外灯、装飾などを設置する場合は、周辺のまちなみに調和する上質なものとする。
	
	
	

	敷き際のしつらえ
	１　道路側には垣、柵等は原則設置せずオープン外構とし、舗装は各宅地や道路との一体感に配慮する。止むを得ず垣、柵を設置する場合は周辺のまちなみに調和するものとする。
２　敷地内に設置する垣、柵等は周辺のまちなみとの調和に配慮する。
３　敷地内に効果的に植栽を用い、まちなみに潤いをあたえる。
	
	
	

	自動販売機の設置
	１　設置位置は、道路から後退し、建築物の外壁に近接する位置とし、周辺から突出しないよう配慮する。設置位置は、道路から後退し、建築物の外壁に近接する位置とし、周辺から突出しないよう配慮する。
２　広告面を極力控えるとともに、基調となる色は低彩度の落ち着いた色彩とするなど、周辺の景観イメージに調和するよう配慮する。
	
	
	


※駅前広場予定地内の建築物等であって景観形成に支障の無いものには、上記制限事項は適用しない。
２．都市景観形成地区基準（条例第33条関係）への適合について（都市景観形成地区－桜井駅前地区）

	対象項目
	制限事項
	配慮した事項
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議結果（記入しないで下さい）

	建築物等の用途に関する事項
	１　北部大阪都市計画桜井駅前地区地区計画に準ずる。
	
	
	

	広告物の表示等に関する事項
	１　敷地内の広告物（建築物に設置するものを含む）は、自己の用に供するものに限定するとともに、次のいずれかに該当するものを設置してはならない。
　　　①屋上または垣、柵等に設置するもの
　　　②地上設置型のもので鉄道敷地に向けたもの
　　　③周辺の美観・風致を損なうもの
２　広告物のデザインや位置、形状、サイズは、周辺のまちなみイメージに調和するものとし、周辺との連続性に配慮する。

	
	
	


※駅前広場予定地内の建築物等であって景観形成に支障の無いものには、上記基準は適用しない。
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